
- 1 -

出商 家庭クラブ活動 届けよう“服のチカラプロジェクト”

6月 19日（金）に“届けよう、服のチカラ”プロジェクト出張授業を家庭科の授業で行い、2年生全
員が受けました。
ユニクロの社員の方から、「服の持つ役割」や「難民問題」について説明していただき、世界の 5000

万人以上の難民のうち、半分が子どもであることを知りました。
この出張授業を受けて、現在家庭クラブを中心として子ども服の回収活動を行っています。

〔活動開始〕
８月～

校内活動

生徒昇降口にポ
スター を貼り、
回収箱を設置。
数日後に不要な
子ども服が届け 大津児童クラブに出かけ、直接保護
られました。 者の方にチラシを渡し、呼びかけた

学園祭で家庭クラブ活動の展示 ました。
しました。

8月 12日 9月 15日 10月 28日～

たちばな保育園に出かけ、直接保護
者の方にチラシを渡し、呼びかけた

出雲農林高校の家庭クラブ員に協力 ました。
依頼しました。 出雲工業高校の家庭クラブ員に協力

依頼をしました。

〔発送準備〕

10月 28日
現在

集まった
子ども服
１３５０枚

ダンボール
届けられた服を分類し、きれいにた ダンボール箱へ入れて、発送準備を １１箱
たみました。 しています。

ご協力 ありがとうございました。

〔生徒の感想〕

＊家庭クラブで「難民の子ども達に服を届けよう」という活動を行いました。児童クラブに出かけ、
保護者の方に協力してもらえるよう呼びかけをしました。多くの保護者の方に「不要な子ども服は
捨ててしまうけれど、役立つのですね。協力します。」と言ってもらえました。思っていたよりも多
くの服が集まり、嬉しかったです。たくさんの服を 集めて送りたいです。

＊最近たくさんの難民がドイツを目指して移動していると新聞やニュースで報道されていました。こ
の話を聞いて、た くさんの服が必要になるのかなと思いました。できる限りたくさんの子ども服
を集めたいと思います。

〔今後の予定〕

１２月５（土）、６日（日）に開催予定の出商デパートの会場でもに来場されるお客様に協力してい
ただこうと考えています。 保護者のみなさま、地域のみなさまもぜひ、ご協力をお願いします。

回収した子ども服は、ユニクロ・UNHCR を通じて、世界の服で困っている子どもたちに届けていた
だきます。


